
～臨時総代会開催～
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※�令和元年１２月３日に東京・メルパルクホール
にて開催された「全国ＮＯＳＡＩ大会」で表彰
されました。
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↑農業共済功績者表彰とは・・・
基礎組織役員として農業共済事業の運営と進展に
協力し、顕著な功績を収めた方が表彰の対象とな
ります。

第１号議案 定款の一部改正について

第２号議案 事業規程の一部改正について

第３号議案 令和元年度 収支予算変更について

付 帯 決 議 この臨時総代会の議決事項で、行政庁その他に提出する文書中、内容に変更のない
字句の修正は組合長理事に一任する。

臨時総代会提出議案

臨時総代会を開催
全議案及び付帯決議が可決承認
　３月１７日（火）に前橋市大友町の農業共済会館３階にて、臨時総代会を新型コロナウイルス感染予防の

ため総代２６３名のうち各地区代表１７名、書面出席２４０名を得て開催しました。清水組合長理事の挨拶

に続いて、齋藤 晴久総代（中之条町）

を議長に選任して議事に入りまし

た。提出された議案は、石田専務

理事の説明後、慎重に審議され、

全ての議案が原案通り可決承認さ

れました。承認された議案は下記

のとおりです。

臨時総代会

◇
収
入
保
険
と
重
複
加
入
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
収
入
保
険
に
加
入
済
み
の
農
家
（
ま
た
は
法
人
等
）
は
水
稲
共
済
に
加
入
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
る
場
合
、
水
稲
・
麦
共
済
は
契
約
解
除
と
な
り

掛
金
等
の
返
還
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
麦
共
済
の
被
害
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　
５
月
上
旬
頃
に
麦
共
済
の
損
害
評
価
野
帳
等
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
共
済
事

故
が
発
生
し
た
際
に
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
被
害
申
告
後
に
作
付
耕
地
の
申
告
漏
れ
や
申
告
誤
り
が
発
生
す
る
ケ
ー

ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
正
し
く
引
受
け
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
共
済
金
が
免

責
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
作
付
内
容
に
変
更
も
し
く
は
誤
り
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
水
稲
共
済
の
加
入
申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
水
稲
共
済
は
地
域
農
業
再
生
協
議
会
（
市
町
村
）
か
ら
配
布
さ
れ
た
、
水
田
一

体
化
台
帳
（
※
）
で
加
入
申
し
込
み
を
行
な
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
作
付
内
容
や
水
稲
共
済
加
入
申
込
内
容
を
確
認
し
、
押
印
の
う
え
各
地
域
再

生
協
議
会
（
市
町
村
）
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
未
提
出
の
方
に
は
、
加
入
意
志
確
認
の
た
め
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
作
付
内
容
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
最
寄

り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
及
び
地
域

農
業
再
生
協
議
会（
市
町
村
）

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
作
物
共
済（
水
稲・麦
）

　
生
育
不
良
等
で
す
き
込
み
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
、
す
き
込
み
前
に
最
寄

り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
地
確
認
を
行
う
前
に
す
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
共
済
金
支
払
い

の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受　賞　者　名　簿

おめでとうございます
収入保険

（農作物全てが対象）

補償対象が
重なっているため
重複加入不可

水稲・麦共済

清水 聖義　組合長理事 後藤 幸三　副組合長理事 齋藤 晴久　議長

※正式名称・・・水稲生産実施計画書及び経営所得安定対策等
の交付金に係る営農計画書兼水稲共済加入申込書　変更届出
書及び水田等台帳調査票

押印

水稲共済加入申込
内容記入欄
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◇
令
和
２
年
４
月
よ
り
建
物
共
済
の
補
償
内
容
が
よ
り
充
実
し
ま
す
。

○
失
火
費
用
見
舞
共
済
金
が
20
万
円
以
内
　
→
　
50
万
円
以
内
に
拡
充
。

　
加
入
者
が
所
有
す
る
加
入
物
件
か
ら
発
生
し

た
火
災
・
破
裂
・
爆
発
に
よ
っ
て
、
第
三
者
が

所
有
す
る
物
に
損
害
を
与
え
見
舞
金
等
の
費
用

が
発
生
し
た
場
合
、
1
被
災
世
帯
あ
た
り
20
万

円
以
内
（
1
事
故
に
つ
き
加
入
金
額
の
20
％
を

限
度
）
に
お
支
払
い
し
て
い
た
失
火
見
舞
費
用

共
済
金
が
、
1
被
災
世
帯
あ
た
り
50
万
円
以
内

（
1
事
故
に
つ
き
加
入
金
額
の
20
％
を
限
度
）

に
拡
充
し
ま
す
。

○
建
物
の
専
用
水
道
管
の
凍
結
に
よ
り
生
じ
た
破
損

　
加
入
者
が
所
有
す
る
加
入
物
件
の
専
用
水
道
管

が
凍
結
に
よ
っ
て
破
損
し
た
場
合
、
水
濡
れ
損
害

が
発
生
し
な
く
て
も
、
水
道
管
凍
結
修
理
費
用
に

相
当
す
る
金
額
を
水
道
管
凍
結
費
用
共
済
金
（
１

共
済
事
故
ご
と
に
10
万
円
を
限
度
）
と
し
て
お
支

払
い
し
ま
す
。

◇
令
和
元
年
度
建
物
損
害
評
価
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
２
月
20
日
群
馬
県
農
業
共
済
組
合
本
所
に
お
い
て
、「
建
物
共
済
損

害
評
価
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
職
員
が
建
物
共
済
損
害
評
価
を
行
う
う

え
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
評
価
経
験
の
浅
い
若
手
職
員
へ
向
け
た
内
容
と
し
、
講
師
に
、
株
式

会
社
鑑
定
ジ
ャ
パ
ン
の
守
屋
恭
太
前
橋
支
社
長
を
迎
え
、「
建
物
損
害
評
価
の
初

動
対
応
と
落
雷
評
価 

」
と
題
し
、
現
地
調
査
か
ら
共
済
金
支
払
い
に
至
る
ま
で
、

心
得
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
の
時
間
に
は
、
近
年
の
建
築
に
多
い
ユ
ニ
ッ
ト
構
造
に
損
害
が
起
こ
っ
た

場
合
の
評
価
方
法
や
、
老
朽
化
と
事
故
損
害
の
見
極
め
方
法
等
に
つ
い
て
多
く
の

質
問
が
あ
り
、守
屋
講
師
は
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

建
物
共
済

収入保険
事故発生と営農計画変更の 
連絡について

　収入保険は税申告内容により、保険期間の収入と過去の平均収入実績である「基準収入」を比較し、基準収入を下回っ
た場合に、加入者が選択した補償割合等の範囲で補填する制度です。
　保険期間の損害額は税申告後に算定しますが、対象農産物等の収穫数量もしくは、出荷量の減少・品質の低下等によ
り、農業収入金額が 9 割を下回ることが見込まれる場合は、「事故発生」の連絡をお願いします。
　また、作付けする対象農産物等の種類、栽培面積、見込収穫数量の変更など、保険期間の営農計画を変更する場合も
連絡をお願いします。保険期間の「営農計画の変更」は、補償の範囲に影響する重要な事項です。下記に掲げた例のよ
うな事故や変更が発生した場合は、速やかに連絡をお願いします。

≪事故発生の連絡が必要な例≫
○ 台風などの自然災害により作付けや収穫ができなくなった。
○ 作付け開始前や収穫期にけがをしてしまい、作付けや収穫ができなくなった。
○ 苗のできが悪く計画面積どおりの定植ができなくなり、苗を購入しようとしたが手配できなかった。

≪営農計画の変更が必要な例≫
○ 営農計画書で３棟のハウスで作付けを予定していたが、定植直後１棟のハウスで病害が発生し、それ以降

の栽培を断念した。その後収入確保のため被害棟で年内に収穫できる別の品目を新たに作付けした。
○ 保険期間中に全て収穫するはずだったが、保険期間開始前に全て収穫してしまった。または、保険期間の

翌年に一部の収穫がずれ込んでしまう事が確実となった。

※営農計画を変更した結果、保険料に変更が発生した場合は、追徴又は還付の手続きをいたします。

≪つなぎ融資を希望する場合について≫
　収入保険の保険金の支払時期は、上記の通り税申告後の青色申告を基に保険期間の収入と基準収入を比較するため、
保険期間翌年の 3 月以降になります。
　しかし、保険期間中に自然災害等で大きな減収が見込まれ、今後の運転資金が必要な場合には、「つなぎ融資」を無
利子で受けることができます。
　つなぎ融資を希望する場合は、事故発生の連絡とともに「つなぎ融資」を希望する旨をお伝えください。

　なお、平成 31 年（令和元年）のつなぎ融資の実績は、13 件 7,472 万円になります。

कɹګଠɹࢣߨ

※収入保険に関する問い合わせは、最寄りのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

　収入保険では、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策の影響により、従業
員を休業させたり、直売所の客数の減少、学校給食など販売先の営業ストップ
等で、収穫量や出荷量が減少し収入が減少した場合も、補償対象となります。

新型コロナウイルスに
よる

収入減少も補償対象



で
地域の皆さんを紹介します

えが お いきいき
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「喜んでくれる人のために努力を惜しまない」

「多くの人の心にシクラメンを」

「私達が成し遂げたいこと～未来へ繋ぐ農業～」

　沼田市原町の（有）林園芸代表・林博俊さんは、大学院を卒業後、２４歳
で就農しました。現在は、従業員らと約 1.1㌶の園芸用施設でシクラメンを
栽培しています。また、花壇用の苗やイチゴ栽培も精力的におこない、年々
その規模を広げています。
　シクラメンは 50 種類ものオリジナル品種を栽培。主に都内や関西の市
場に出荷しています。さらに、他社との差別化を図るため、新品種の研究
や育成努力は欠かしません。
　林さんは「今後は、お客様へシクラメンとイチゴのように、『花』と『食
品』を組み合わせてお届けすることで、子供からお年寄りまで幅広い世代に花（シクラメン）に親し
んでもらえる工夫をしていきたい」と力強く夢を語ってくれました。

63
円

切
手

み
そ
ソ
ム
リ
エ
が
作
る

妙
義
み
そ
詰
め
合
わ
せ

3
個
セ
ッ
ト

※
個
人
情
報
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
受
付
・
発
送
以
外

に
は
使
用
致
し
ま
せ
ん
。

　
右
記
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、当
選
者
は
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表
紙
で
取
り
上
げ
た
ト
マ
ト
の
名
前
は
何
で
し
ょ

う
？
「
〇
〇
〇
娘
ト
マ
ト
」�

ヒ
ン
ト
は
８
ペ
ー
ジ

チ
ー
ム
ア
レ
ッ
タ
の
人
数
は
「
14
」
名

で
し
た
。 「妙義みそセット」プレゼン

ト希望と明記のうえ
①郵便番号
②住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥�農業保険・広報紙について
のご意見・ご感想

⑦�クイズの答え

令
和
2
年
7
月
17
日（
金
）当
日
必
着

前橋市大友町��1-3-12

NOSAIぐんま
広報紙35号「プレゼント」係

［おもて］［うら］
応
募
締
切

キ
ー
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

前
回
の
答
え

クイズに答えて商品をもらおう！
～正解者の中から抽選で 10 名様にプレゼント～

募
集
　
群
馬
県
警
察
官

　

令
和
２
年
度
第
２
回
目
の

募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

◇
受
験
案
内
配
布
開
始　

７
月
３
日(

金
）

　

申
込
期
間　

�

７
月
29
日(

水)

～
８
月
18
日

(

火)

　
　
　
　
　
　

第
一
次
試
験
日��

９
月
20
日(

日)

◇
受
験
資
格

　
【
警
察
官
Ａ
（
男
女
）
第
２
回
】���

　
　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

　

①�

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
た
人
又

は
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人

　

②�

人
事
委
員
会
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

　
【
警
察
官
Ｂ
（
男
女
）】

　

�　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
に
該
当
し
な
い
人

　

※
詳
細
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

群
馬
県
警
察
本
部
警
務
課
警
察
官
採
用
推
進
室

　

�

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

「
０
１
２
０
・
４
４
９
８
０
３
」

　
　

�【
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

�

午
後
５
時
15
分
ま
で
】

群
馬
県
警
察
か
ら
の

お
し
ら
せ

　
「
妙
義
物
産
セ
ン
タ
ー
」
は
、

天
下
の
名
峰
「
妙
義
山
」
と

国
の
重
要
文
化
財
「
妙
義
神

社
」、「
ふ
る
さ
と
美
術
館
」

や
日
帰
り
温
泉
「
も
み
じ

の
湯
」
と
観
光
地
内
に
あ
る

特
殊
な
道
の
駅
で
す
。
新
鮮

な
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
農

林
産
物
を
豊
富
に
揃
え
て
い
る
ほ
か
、

食
堂
で
は
お
い
し
い
そ
ば
や
う
ど
ん

も
購
入
で
き
ま
す
。
妙
義
山
を
眺
め

な
が
ら
味
わ
う
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も

絶
品
で
す
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
妙

義
の
特
産
品
、
工
芸
品
の
展
示
や
観

光
マ
ッ
プ
、
パ
ネ
ル
で
妙
義
が
ひ
と

め
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
、
カ
ワ
ヅ
桜
か
ら
し
だ

れ
桜
、
4
月
か
ら
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

八
重
桜
へ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

妙
義
神
社
境
内
の
桜
や
妙
義
ふ
る

さ
と
美
術
館
で
お
花
見
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

道の駅
富岡市妙義 「妙義物産センター」

　板倉町出身の中田さんと中之条町出身の割田さんの 2人が事業主として
チームを結成したNFerme( エヌフェルム )。板倉町の若手農業生産事業家
として園芸用施設でキュウリ 9㌃、ナス 9㌃をメインに露地でニガウリやチ
ヂミホウレンソウ、ナスなども栽培しています。
　NFerme( エヌフェルム )は消費者が食べる野菜の品質管理はもちろんの
こと、消費者が現場・作業工程をチェックできることを目指しています。
そのために、動画配信により現場管理を消費者と共有して、生産者発信の
トレーサビリティーの実現を目指しています。
　今後については「経営基盤の確立と規模拡大に努め、消費者においし
いと言ってもらえる野菜作りをしていきたい」と力強く語ってくれまし
た。

　伊勢崎市境平塚の田部井規行さんは、夫婦で約 260㌃の畑でヤマトイモ
を栽培しており、収穫後は市場や近隣の農協へ周年で出荷しています。（一
部直売も実施）
　18歳から農業を始め、50年以上営んでいる規行さんは、「農業は人から
教わることも大切ですが、肥料や土づくりなど自ら試行錯誤して失敗から
学ぶことも多く、いままで培った経験が糧となり、より良いものが作れる
ようになります」と農業人生を振り返ります。
　「おいしいヤマトイモをつくることで喜んでくれる方がいるので農業の
励みとなり努力を惜しまず続けられる」と夫妻そろって最高の笑顔で語っ
てくれました。

※
発
送
は
７
月
下
旬
を
予
定

地域の農地保全と
豊かな自然を守り、
安心・安全・美味しい
麹の妙義みそ

●問い合わせ

みょうぎ物産センター（道の駅　みょうぎ）
〒 379-0203　群馬県富岡市妙義町岳 322-7
0274-73-3991
営業時間　9:00 ～ 17:00（季節により変動あり）
定休日　毎月第 3 水曜日（4 月・5 月・10 月・11 月
は無休）
アクセス：富岡市内より約 30 分　軽井沢より国道 18
号線経由で約 30 分
上信越道自動車道　松井田妙義インターより約５分
写真提供　【妙義山周辺観光案内所】　TEL 0274-73-
7010

DATA

　板倉町出身の中田さんと中之条町出身の割田さんの 2人が事業主として
チームを結成したNFerme( エヌフェルム )。板倉町の若手農業生産事業家
として園芸用施設でキュウリ 9㌃、ナス 9㌃をメインに露地でニガウリやチ
ヂミホウレンソウ、ナスなども栽培しています。
　NFerme( エヌフェルム )は消費者が食べる野菜の品質管理はもちろんの
こと、消費者が現場・作業工程をチェックできることを目指しています。

【NFerme( エヌフェルム )】

右側　中
な か だ

田 政
ま さ と し

俊代表（２８歳）

左側　割
わ り た

田 理
おさむ

さん（２４歳）

沼田市

林
はやし

 博
ひ ろ

俊
と し

さん（４２歳）

「喜んでくれる人のために努力を惜しまない」
　伊勢崎市境平塚の田部井規行さんは、夫婦で約 260　伊勢崎市境平塚の田部井規行さんは、夫婦で約 260
を栽培しており、収穫後は市場や近隣の農協へ周年で出荷しています。（一
部直売も実施）
　18歳から農業を始め、50年以上営んでいる規行さんは、「農業は人から
教わることも大切ですが、肥料や土づくりなど自ら試行錯誤して失敗から
学ぶことも多く、いままで培った経験が糧となり、より良いものが作れる伊勢崎市境平塚

田
た べ い

部井 規
の り ゆ き

行さん（７２歳）

妻　美
み え こ

栄子さん

伊勢崎市境平塚 872

電話：0270-74-0717

特
殊
な
道
の
駅
で
す
。
新
鮮

な
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
農

わが町
耳より
情報
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有坂 由起子
家族のために健
康を考え毎日の
食事を作る。得
意料理は、大好

きな野菜で具沢山スープ。
栄養士。

天田 文江
直 腸 ガ ン の 告
知、手術から 3
年を経過し、良
く寝て良く食べ

て良く笑って全ての事に感謝の
日々。
和食アドバイザー、健康管理士。

長谷川 恵理子
夫婦で営む「長谷川農園」では、
キュウリやニンジンなどを栽
培している。子供たちに農業
や食の大切さを伝える食育活

動なども行なっている。
野菜ソムリエ、ベジフルビューティーセルフア
ドバイザー、フードトレーナー

群馬県農業共済組合

中部グループ
前 橋 支 所 027-254-2070
伊勢崎支所 0270-62-9915

　 　
西部グループ
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450

東部グループ
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
みどり支所 0277-76-9181
北部グループ
沼 田 支 所 0278-23-5110
中之条支所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600

　今回おでんに使用したトマトは、群馬県生まれの甘しずくトマト。中玉のフルーツトマト
で瑞々しさと甘さが両立していて、味が濃く、酸味も甘味も旨味も味わえる。おでんにした
とき、個性的な出汁と調和してコクが生まれる。もちろん表紙のうれっ娘トマトでもOKです。

出汁とトマトの旨味がたっぶり感じら
れるトマトおでん。冷たくしても、温
かくても美味しい1品。簡単お手軽に、
パパっと作って常備菜。

3ステップレシピ

トマトの
ひと言アドバイス

第
3
5
号
　
令
和
2
年
4
月
10
日
発
行

群
馬
県
農
業
共
済
組
合

〒
3
7
1
‐
0
8
4
7
　
前
橋
市
大
友
町
1
‐
3
‐
1
2

TE
L.0
2
7
‐
2
5
1
‐
5
6
3
1
　
FA
X.0
2
7
‐
2
5
3
‐
7
7
6
7

県警から感謝状が
授与されました

NOSAI が行う CSR 活動（ふるさと
見守り活動等）の功績に対し本年も
感謝状が授与されました！

 Ո ˍ  ࡊ ι Ϝ Ϧ Τ ͷ Ո ˍ  ࡊ ι Ϝ Ϧ Τ ͷ3 εςοϓϨγϐ
ʮྫྷͯ͠ඒຯ͍͠ʂτϚτ͓ͰΜʯ

① トマトはヘタを取り、反対側に浅く十字の切目を入れる。ミニトマトはヘ
タを取る。オクラはヘタ・ガクを除き、塩少々（分量外）でこすりつける。

　※ 冷凍トマトの場合、凍ったまま冷水で流すと、つるりと皮がむける。

② 鍋に湯を沸かし、トマトとミニトマトを入れて皮がむけてきたら、冷水に
取り、皮をむく。続けてオクラを約 30 秒茹でて冷水に取ってペーパータ
オルで水けを拭く。

③ ◎の材料を鍋に入れ煮立ったら、火を止める。コクを出したい時は、お好
みでオイスターソースを入れる。

④ ジッパー付食品保存袋にだし汁とトマト、オクラを入れ、粗熱が取れたら
冷蔵庫で冷やす。器にトマト、オクラとだし汁を盛って出来上がり。

　※ 冷凍トマトの場合、味のしみ込みが早いため 1 時間くらいで十分旨味が
味わえる。

材 料 作り方

（4 人分）
◦ トマト（甘しずく） �������� 4 個
◦ ミニトマト������������ 8 個
◦ オクラ�������������� 4 本

おでん出汁
◎ 水��������������� 500㏄
◎ あご出汁（和風だしでも OK） � 小さじ 4
◎ みりん������������ 小さじ 2
◎ 醤油������������� 大さじ 1
◎ 塩������������� 小さじ 1/2
◦ （オイスターソース（お好みで） 小さじ 1）

表紙について

3step
recipe

ＪＡ　たかさき　トマト生産部会　　�

部会長　ഡݪః͞Μ　　（５９）�
　　（会員数＝２０名）

　表紙に使用したトマト選果場（高崎市木部町）では、生

産部会員のうち１２名が収穫したトマトを持ち寄り選果、

箱詰めがされています。４月から５月に出荷のピークを迎

え、多い日には１日2,000ケースが集荷されるそうです。

　「麗容（れいよう）」という品種をブランド化した「うれっ

娘トマト」は姿形も良く、酸味と甘味のバランスが良いこ

とが最大の特徴です。 （左から）JAたかさき品川さんと萩原部会長

（左から）感謝状を手にする石田専務と県警小林警部


